
石田先生のお話に熱心に聞き入る参加者。お話しの後、お母さんたちからたくさんの質問が出されました。 

講師の石田清人先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女性協では、今進められようとしている教育改革とは何か、

また教員免許１０年更新制など教育関連３法案の内容を知り、

一人ひとりが考える事が大切と、全群馬教職員組合の石田清人

先生を講師に迎え学習会を開催しました。 

 

 

 

 

 今回初めて学習会に参加させていただきました。教育基本

法改正に多数の教職員や専門家が反対しているにもかかわらず

十分な審議もないまま改正されたことや、それに関連した「教育職員免許法」「学校教育

法」「地方教育行政法」など子どもも先生も管理統制化が強化されようとしていることを

知りました。こんなに子どもに直接関わってくる問題ということが改めて分かったという

参加者の声もありました。また全国一斉学力テスト実施の問題点についても「テスト測定

学力数値」のランキング競争に巻き込まれたり、テスト対策に勉強や授業が充てられる傾

向に拍車がかかる心配があること、また民間処理による個人情報流出の問題などを石田先

生は分かりやすく話して下さいました。今の教育は人材の育成であり人格の育成ではない

という言葉が教育現場の実感なんだと思いました。しかし「子どもはそんなに変わってい

ない。みんな良い子なんです。」とも言われと明るい気持ちになりました。 

 

 



 

 

 

 女性協は、4回目をむかえた「女性協懇談会」を４月２４日、太田市にあるぐんまよつ葉

生協に伺って開催しました。 

 

 

 

今回の懇談会は、ぐんまよつ葉生協から小幡理
事長をはじめ４名の女性理事さん、女性職員1名

と専務さんが参加してくださいました。設立６年
とのことで職員も理事さんも若く羨ましい限り

でした。各々自分の身近な事や活動紹介をしなが
ら話し合いました。 

ぐんまよつ葉生協の配送は個配がメインなの
で、サークル立ち上げなどで組合員さんどうしの

つながりを作るためにご苦労されていることも
うかがいました。 

しかし、理事長が作成している手書
きニュース（左）はとてもきめ細かく

作られていて、皆さんが頑張っている
様子が手に取るように分かる素晴らし

い内容のニュースでした。組合員さん
の手から手へと、温かなぬくもりが伝

わっている事だろうと感心しました。 
職員が少なかったので、みんなが自分

のやれることを一生懸命やってきたら
自然に共同参画の基本ができてきたと

いうお話しなど、とても学ばされまし
た。また、生協の中で共同参画を広げ

るためには、女性も男性も自分らしく
生き、職場でも家庭でも学習や交流を

通して成長しあうことがとても大事だと感じた懇談会でした。 
 

 

男女共同参画をテーマに皆さんの話を聞いて、まだまだ普段の暮らしの中には差別してい

るところがあるんだと思い、あらためて考えてみました。 
私自身は、子どもの出産で１２年前に仕事をやめ“専業主婦”になりましたが、当時は「男

の人は・・・」「女なんだから・・・」というところがあったように思います。その頃は何
も考えずに過ごしてましたけど・・・・。 

今は家庭の中で家事と子育てをしていますが“女だから”と考えてやっているつもりはあ
りません。仕事を辞めたのも、自分でずっと子どもと一緒にいたいという意思でした。我が

家は、夫が稼いできて私が家庭のことをするというスタイルですが、自分だけでは出来ない
事は、無理せず助けてもらっています。 

家庭、職場、社会においてそれぞれが理解し合い、補い合っていければ、心地よい環境に
なっていくのではないでしょうか。これからの子供たちにも、ひとりの個性を大切に、お互

いを尊重できる人になってほしいと願っています。 
この度はお会いできてとても良かったです。遠いところ、来て頂き、ありがとうございました。 

右上から左へ、若田部専務、小幡理事長、平方理事、

菅沼理事、岡野理事、職員の齋藤さん。 

右下が星野委員 

男女共同参画をテーマに皆さんの話を聞いて、まだまだ普段の暮らしの中には差別しているところが

あるんだと思い、あらためて考えてみました。 

私自身は、子どもの出産で１２年前に仕事をやめ専業主婦になりましたが、当時は「男の人は・・・」

「女なんだから・・・」というところがあったように思います。その頃は何も考えずに過ごしてましたけど・・・・。 

今は家庭の中で家事と子育てをしていますが“女だから”と考えてやっているつもりはありません。仕事

を辞めたのも、自分でずっと子どもと一緒にいたいという意思でした。我が家は、夫が稼いできて私が家

庭のことをするというスタイルですが、自分だけでは出来ない事は、無理せず助けてもらっています。 

家庭、職場、社会においてそれぞれが理解し合い、補い合っていければ、心地よい環境になっていく

のではないでしょうか。これからの子供たちにも、ひとりの個性を大切に、お互いを尊重できる人になって

ほしいと願っています。 

この度はお会いできてとても良かったです。遠いところ、来て頂き、ありがとうございました。 

 

小幡理事長の手作りのニュース『ハッピークローバー』 



 

 

 

 

 すでに収穫感謝祭やフートピア２１などで交流のあるＪ

Ａぐんま女性組織協議会の皆さんと共同参画について交流

したいと準備をすすめて来ましたが、４月９日に開催する事

ができました。 

県内各ＪＡ女性部を代表する皆さんからは、それぞれの活

動の様子を始め、理事会など意思決定の場ではまだまだ男性

中心となっている事や、農産物直売所では女性自ら作付けし

販売してはじめて自分の収入を得ることができ、それが生きがいとな

っている人も多いなどのお話しを聞かせていただきました。役員のお

一人は、「家族協定を結び、自分の通帳から初めてカードで１万円下ろ

した時には感激した」と経験を話して下さり、聞いている私も感動し

ました。また自慢の惣菜や野菜を食べさせていただき、おいしい漬物

の作り方まで教えていただく楽しいひとときもありました。 

これからも地域づくりや組合員活動などを交流する事を通して共同

参画の取り組みの充実につなげていけたらと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作りのおいしい惣菜をいた

だきながら交流しました。 



 

 

北毛保健生協の概況 （2007年3月末時点） 
組合員 17509人 出資金 459510000 
「風」第49号（2006年9月）に4月～9月まで紹介したのでそれ以降を紹介します。 
10月 1̃1月は「生協強化月間に力を注ぎ協同まつりを成功させる期間」 
くらし豊に平和・健康のまちづくりをテ－マに1500名が集い、協同まつりが盛大に開催されました。 
12月～1月は「支部の団結と懇親を深める期間」 
北毛病院が移転開院した日（12月1日）を北毛保健生協デ－として永年勤続職員の表彰、生協強化
月間目標達成支部・職場の表彰と「憲法9条、25条について」のテ－マで吉村弁護士による講演が
ありました。1月は各支部で新春のつどいが開催されました。 

2月 3̃月「年度目標
をまとめあげる期間」 
各支部とも年度目
標達成を目指しまし
た。第11回医療生協
学校を3月22，23日
と1泊2日で生協法や
生協の歴史、を組合員
と新入職員が勉強し
ました。 

老人保健施設30床認可に伴い増資活動、建設準備に忙しくなる2007年度です。 

 

 
 

 

 

 介護サービス（施設サービス）の利用料は？  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護サービス（環境を整えるためのサービス）は？  

    

 

 

 

次回は、『介護予防サービス』です 

榛東支部 新春の集い 10/29 協同まつり 


